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学校教材業界の役割

図書教材の質の向上を実現するため、昭和41年から「学校教材調
査会」を設置し、会員出版社の教材を客観的、多角的に調査し、
改善指導を行っています。また、平成元年には「日本教材学会」を
設立し、各種シンポジウム・研究会・研究発表大会の開催や機関
紙の発行を通して、教材の改善充実に努めています。

日常的に先生・学校とダイレクトに繋がっていることから、学校が
必要とする情報を適確に提供し、学校教材の活用法や授業形成
に関する提案などを行っています。また、文科省土曜学習応援団
での活動やＰＴＡ団体（日本ＰＴＡ等）と連携して、子どもたちをサ
ポートする事業など校外活動も積極的に行っています。

校務多忙な先生方が、ご自身の指導
法や子どもに適した教材を選択し、ご
採用いただけるように検討用見本（実
物見本）をお届けし、その教材の内容
をよく吟味していただくことができるよ
うに環境を作っています。 教材採択後迅速かつ正確に、全国津々浦々の

小・中学校に、教材販売店を通じて、教科毎の教
科書の種類に合わせて、子どもや先生の人数、
授業形態などに応じて供給されています。

子どもによる紛失や破損、転入生対応
など、日々の大事な授業に支障が起き
ないように、こまめなアフターフォロー
が欠かせません。

また、大きな災害等で学校教材が滅失
した際には、業界をあげて支援させて
いただいています。

良質な教材づくり

公平採択の環境づくり

迅速・正確・適切な供給

現場のアフターフォロー

情報提供や教材活用のご提案



学校教材とは
学校教材は授業を中心とした教育活動を展開するときに、一定の目的や目標を達成するために提

示・活用する素材です。したがって、広い意味では、児童・生徒の身の回りにある生の事物や現象

などから目的に照らして、教育に当たる者が選択・編集して提示・活用するものも教材ということに

なります。法的には教科書は学校教育法第３４条で使用義務を規定しており、教科書以外の教材

については、「有益適切なものは、これを使用することができる。」としています。教科書以外の教材

の取り扱いについては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第３３条で、各教育委員会

の規則で具体的に定めるよう求めています。この法律を根拠として、各教育委員会では各種規則を

定めたり、通知、通達を出したりしています。

教科書は、法律上「児童又は生徒用図書」ですが、教える側＝教員が授業などで提示・活用する学

校教材も重要な補助教材です。補助教材も教育の目的・目標、学習指導要領に照らして作成、活

用しなければならないということになります。
引用：「授業と教材 教材の正しい理解と活用のために」日図協

日図協・全図協 3

学校教材の法的な位置づけ
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学校教材の３領域

【修得教材】
•学習の導入や学習の過程で、子どもに興
味・関心を起こさせたり、学習内容をより深
化させるための教材。例えば、身近な話題
や自分で考えるヒントを配し、学習内容が
自分にとって意味あるものだと感じられる
ようにしたり、自ら学ぶ姿勢を培います。

•ワーク、作業帳、ノート、資料集など

【習熟教材】
•繰り返し学習したり、同内容・同レベルの
問題を数多くこなすことで学習内容の定着
を図る教材。確かな学力の定着には欠か
せません。

•漢字・計算ドリル、ペンマンシップ、おけいこ帳
など

【評価教材】
•学習内容の定着状況を確認し、学習のつ
まずきを発見して診断・治療する教材。観
点別に評価することで問題の解決を適切
に行うことができ、先生の指導法の研究に
も役立ちます。

＊主に小学校教材の領域分けです

授業の過程によって、
①診断的評価（学習前）
②形成的評価（学習中）
③総括的評価（学習後）
に分けられています。

ワークテスト

引用・出典：青葉出版・教育同人社 ホームページより
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学校教材の活用事例
大きく映す

書き込む

個に応じた指導と分析

教科書との連動

くりかえし漢字ドリルで漢字練習

（小学校の現場から）
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漢字指導の始まり ドリル・ノート・辞書
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実物投影機で親文字を大きく映して指導
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辞書学習と連携させて語彙を増やす
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くりかえし漢字ドリルへの書き込み学習
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書込みされたくりかえし漢字ドリル

11
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書込みされたくりかえし計算ドリル用ノート
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ワークテスト 書込みながら問題を解く子ども
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ワークテスト 実物投影機でテスト直し指導
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教科書と関わる学校教材の主な役割

学習指導要領 教科書
【習熟】

ドリル

【評価】

テスト

教科書とは別に指導できる
教科書の内容をさらに深める
教科書にはない機能を補う

１．教科書とつながっていること

３．学校主体の指導法や
評価法が実現できること

学習指導要領とのつながり
素材・新出順にまでこだわった
児童生徒目線・先生目線の編集
→教えやすい、学びやすい 教科によって異なる教科書でも、

指導法や評価法を統一できる
若い先生でもすぐに使えるなど

指導の質を担保できる

２．教科書を補完すること

【分析】

【修得】

ノート・資料集
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学校用デジタル教材の活用事例

児童生徒用タブレット教材

指導者用デジタル教材

ダウンロード補助教材

評価分析ソフトの開発

デジタル教科書との

連携（先進的実証実験例）

指導者用デジタル漢字ドリルを使った筆順指導
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児童用タブレット教材の開発（例）

引用・出典：光文書院・文溪堂 ホームページより
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漢字ドリルと見た目が同じ指導者用デジタル教材（例）

引用・出典：教育同人社 ホームページより



日図協・全図協 19

紙教材を補完するデジタル教材（中学校例）

引用・出典：浜島書店 東京法令出版 ホームページより
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得点集計・評価分析ソフトの開発（例）

引用・出典：日本標準・文溪堂 ホームページより
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デジタル教科書：東京書籍(株)「あたらしい算数」

同一画面で表示された教科書とドリル（先進的実証実験例）

教科書の問題に対応した
ドリル問題の表示

引用・出典：東京書籍・教育同人社 教科書ビューアLentranceより
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学校用デジタル教材の主な効果

質量共に学習機会を増やすことが可能になり、児童
生徒毎に進度が違っても、ひとり一人の理解に応じ
て、きめ細やかな対応ができるようになります。

また、低位の学力や障害のある児童生徒や外国人
児童生徒でも一人で学習できる教材の開発が期待で
きます。

テストの学習分析データは既に多くの学校で通知表
や指導要録の作成などに役立てられていますが、今
後クラウド化により、学習状況分析の精度が向上し
情報は共有化できます。学習者本人や家庭（保護
者）へのアカウンタビリティとしても活用できます。

また、今後CBTの様式が決まれば、個別ふりかえり
問題などで、個に応じた指導にも展開できます。
もちろん先生方の校務負担の軽減を実現できます。

教科書同様に学校教材はなくてはならない存在です。
したがって学校教材は紙もデジタルも包含した考え
によって成り立っています。

デジタル化によって紙では難しかったことが実現でき
ると共に、かえって紙ならではの特性が生かされる場
面も出てくると思われます。

今後はデジタルと紙、双方の特徴を踏まえて、総合
的に教材開発が進むと思われます。

子ども・家庭（保護者）・学校の３者が学習進捗情報
を知ることが重要です。デジタル化されれば学習の
進捗状況をシームレスに３者が把握できるようになり
ます。

１．個に応じた学習への対応

２．紙の教材を補完する役割

４．家庭（保護者）と共有しながら
学習進捗管理ができる

３．学習状況分析精度の向上と
校務負担の軽減
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学校用デジタル教材として大切なこと

変わらない学校教材としての５つの役割

１．豊富なコンテンツと良質な教材づくり

２．公平採択の環境づくり２．公平採択の環境づくり

３．迅速・正確・適切な供給

５．情報提供や教材活用のご提案

４．現場のアフターフォロー

学校教材としての紙もデジタルも包含した教材づくり
デジタル教科書とつながり、補完していること
現場主体の指導法と評価法の実現

学校が主体的に子どもに適した教材を、多種多様な
中からよく吟味し、公平公正に採択できること

全国全ての学校に、新学期すぐに、学校のICT環境や授
業形態などに合わせて正確・適切に供給ができること

教科書は「何を教えるか」の具現であり、教材は「どの
ように学ぶか」「その状況はどうであるか」（指導と評価
の一体化）の具現と位置づけられることから、教科書と
教材は明確に区分けられ、相互の機能を補完し合う形
で適切に連携することが大切です。

１．明確な区分け ２．学校による主体的な採択

学校教材は学校現場により近い存在として多様なニーズに
応えるため、その制作は質を担保しながらも自由に発行され
ています。法令に照らしても、学校教材は学校が主体的に判
断して採択することが重要であり、そのためにも適切な連携
が求められます。

デジタル教科書との適切な連携
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デジタル教科書との連携への期待

学習指導要領のコード化が確立されれば、学習指導要領→教科書→学校教材という一連のつながりがわかりやすく
なり、評価分析や学習履歴の共有化など、既に体系化されている学校教材の学習システムがさらに強化されます。

学習指導要領コードは教科書だけでなく教材にとっても有効であり、直接利用できるものと期待しています。

デジタル教材の開発には多様なインフラへの対応、煩雑な権利処理など、意外とコストがかかっています。大きな負
担の一つに複数の教科書ビューアの存在があります。現場（ユーザー）目線から見ても、教材開発側の目線としても、
クラウド型のビューアとして統一され、安価に学校用デジタル教材が掲載できる方向に向かうことを期待しています。

デジタル教科書と多くの学校用デジタル教材が広く連携し、現場で先生が多種多様な教材を検索閲覧でき、すぐに授
業で使うことができるような簡便な接続（リンク）方法が実現されることを期待しています。

一方で、どのような方法でリンクするかを早急に決める必要があります。全てを教科書ビューアに取り込まずとも、上
手にリンクすることで多くの教材につなげることができると思っています。

１．簡便な接続（リンク）の実現

３．学習指導要領のコード化との連携

２．クラウドでの教科書ビューアの統一
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教科 教科

単元テスト 漢字の学習 単元テスト 漢字の学習 単元テスト 国語ワーク ワークブック 単元プリント 資料集（便覧） 漢字字典

くりかえし漢字ドリル 音読教材  くりかえし漢字ドリル 音読教材  くりかえし漢字ドリル 漢字の学習 国語の文法 聞き取りテスト 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル

問題集 漢字練習帳 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別）

総まとめ教材 高校入試問題集

形成プリント 国語辞典 形成プリント 国語辞典 形成プリント 国語辞典

月刊プリント 漢字字典 月刊プリント 漢字字典 月刊プリント 漢字字典

国語ドリル 活用型教材 国語ドリル 活用型教材 国語ドリル 活用型教材

国語ワーク 国語ワーク

単元テスト 白地図 単元テスト 社会科資料集

プリント 社会科作業帳 プリント 社会科作業帳

社会科副読本 地図学習 社会科副読本 ワークブック 単元プリント 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル

単元テスト 算数ドリル 単元テスト 月刊プリント 単元テスト 月刊プリント 問題集 計算練習帳 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別）

 くりかえし計算ドリル 算数ワーク  くりかえし計算ドリル 算数ドリル  くりかえし計算ドリル 算数ドリル 総まとめ教材 高校入試問題集

 書き込み式計算ドリル 新１年生用教材（すうじ）  書き込み式計算ドリル 算数ワーク  書き込み式計算ドリル 算数ワーク ワークブック 単元プリント 資料集 ノート

形成プリント 活用型教材 形成プリント 活用型教材 形成プリント 活用型教材 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル 問題集 休み教材（夏・冬）

月刊プリント しあげ教材（学年別） 総まとめ教材 高校入試問題集

理 科 単元テスト 理科ノート 単元テスト 理科ノート ワークブック 単元プリント 資料集 ノート　

生活科ワーク 生活科シート 単元・領域別ドリル 朝学習用ドリル 問題集 ペンマンシップ

生活科図鑑 ライティング フォニックス リスニング リスニングテスト

ペンマンシップ 英語ノート 単元テスト 英語ノート 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別） 総まとめ教材 高校入試問題集

ペンマンシップ 英語プリント ワークブック 単元プリント 資料集 ノート

音楽ワーク 歌集 音楽ワーク 歌集 音楽ワーク 歌集 歌集

けんばん
ハーモニカ教材

ハーモニカ教材 リコーダー教材 美 術 資料集 単元プリント レタリング

図 画 工 作 技術 ・家庭 ノート 単元プリント 資料集

家 庭 家庭科テスト 家庭科ノート 保 健 体 育 ノート 単元プリント 副読本

体育副読本 体育副読本 保健テスト 体育副読本 保健テスト 書 写 硬筆練習帳

保健ノート 保健ノート 合 本 休み教材（夏・冬） しあげ教材（学年別） 総まとめ教材 高校入試問題集

書 写 書写ノート 書写ノート 毛筆 書写ノート 毛筆 そ の 他 読書教材 総合学習用教材 キャリア教育用教材

道 徳 道徳ノート 道徳ノート 道徳ノート

休み教材（夏・冬） しあげ教材 休み教材（夏・冬） しあげ教材 休み教材（夏・冬） しあげ教材

絵日記 絵日記 絵日記

総合学習用教材 文庫 総合学習用教材 文庫 総合学習用教材 文庫

安全副読本 特別活動用教材 安全副読本 特別活動用教材 安全副読本 特別活動用教材

主要な学校教材一覧（小学校） 主要な学校教材一覧（中学校）
低学年 中学年 高学年 教材種別

白地図

単元・領域別ドリル

（地理、歴史、公民）

朝学習用ドリル

（地理、歴史、公民）
問題集

休み教材（夏・冬）

（地理、歴史、公民）

算 数

理 科

ワークブック

（地理、歴史、公民）

単元プリント

（地理、歴史、公民）

資料集

（地理、歴史、公民）

国 語

国 語

書き込み式漢字ドリル
新１年生用教材

（ひらがな、カタカナ）
 書き込み式漢字ドリル ローマ字の練習  書き込み式漢字ドリル 音読教材

社 会

社 会
総まとめ教材 高校入試問題集

用語辞典

（地理、歴史、公民）

しあげ教材（学年別）

（地理、歴史、公民）

数 学

英 語

音 楽

体 育

季 刊 教 材

そ の 他

生 活

英 語

音 楽

参
考
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引用：「授業と教材教材の正しい理解と活用のために」日図協


